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4) 特許 

１． 出願者/権利者：国立大学法人九州大学 

発明者：内田 竜也、土居内 大樹、下田 菜々子 

題目：ルテニウム錯体及びその製造方法、触媒組成物、並びに、酸化方法及び酸素



含有化合物の製造方法 

出願番号：特願 2022-128992 

出願日：2022 年 8 月 12 日 

２． 出願者/権利者：国立大学法人九州大学 

発明者：内田 竜也、土居内 大樹、中村 達也、下田 菜々子 

題目：標識方法、標識用酸化剤、ルテニウム錯体、標識化合物、及び、化合物 

出願番号：PCT/JP2021/047658 

出願日：2021 年 12 月 22 日 

３． 出願者/権利者：国立大学法人九州大学 

発明者：内田 竜也、土居内 大樹、平井 剛 

題目：ルテニウム錯体及びその製造方法、触媒、並びに、酸素含有化合物の製造方

法 

出願番号：特願 2020-114142 

出願日：2020 年 7 月 1 日 

４． 出願者/権利者：日産化学工業株式会社 

発明者：香月 勗、内田 竜也、西岡 洋太 

題目：光学活性アミン化合物の製造方法 

出願番号：特願 2010-275996 

出願日：2011 年 12 月 16 日 

５． 出願者/権利者：日産化学工業株式会社 

発明者：香月 勗、神谷 翔大、内田 竜也 

題名：光学活性エポキシ化合物の製造方法 

出願番号：特願 2011-196246 

出願日：2011 年 9 月 8 日 

６． 出願者/権利者：日産化学工業株式会社 

発明者：香月 勗、溝口 大昂、内田 竜也 

題名：光学活性アルコール化合物の製造方法 

出願番号：特願 2011-196227 

出願日：2011 年 9 月 8 日 

７．出願者/権利者：日産化学工業株式会社 

発明者：香月 勗、内田 竜也、西川 裕昭、田中 春菜 

題名：光学活性エポキシ化合物の製造方法 

出願番号：特願 2010-203201 

出願日：2010 年 9 月 10 日 

８． 出願者/権利者：独立行政法人科学技術振興機構 



発明者：香月 勗、小村 和史、内田 竜也、入江 亮 

題名：光学活性なアジリジン化合物及びアミン化合物の製造方法、並びに該方法に

用いる錯体及びその中間体 

出願番号：PCT/JP2005/011059 

出願日：2005 年 6 月 16 日 

９． 出願者/権利者：九州大学長 

発明者：香月 勗、小村 和史、内田 竜也、入江 亮 

題名：光学活性なアジリジン化合物及びアミン化合物の製造方法 

出願番号：特願 2003-204553 

出願日：2003 年 7 月 31 日 

１０，出願者/権利者：九州大学長 

発明者：香月 勗、田村 友亮、内田 竜也 

題名：光学活性なスルフィミド化合物の製造方法 

出願番号：特願 2003-310132 

出願日：2003 年 9 月 2 日 

１１．出願者/権利者：九州大学長 

発明者：香月 勗、渡邉 輝、内田 竜也 

題名：光学活性なラクトン化合物の製造方法及び該方法に用いる錯体 
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１２．出願者/権利者：九州大学長 

発明者：香月 勗、内田 竜也、伊藤 克治 

題名：シス-β 構造を有するサレンコバルト錯体を用いる光学活性なラクトン化合物

の製造方法 

出願番号：特願 2002-176724 

出願日：2002 年 6 月 18 日 

5) 招待講演等リスト 

・国際学会 

１． 題目：Glycine-Based Ruthenium-Catalyzed Site-Selective C–H Oxygenation  

 学会名：23th International Conference on Organic Synthesis（23-ICOS） 

 開催地：Shanghai 

 開催国：China 

 開催日：2023 年 10 月 15–20 日 

 



２． 題目：Carboxylic Acid Corporative Ruthenium-Catalyzed C–H Oxygenation 

 学会名：11th Singapore International Chemistry Conference（SICC-11） 

 開催地：Innovis Building, 2 Fusionopolis Way, Singapore 

 開催国：Singapore 

 開催日：2022 年 12 月 11–14 日 

 

３． 題目：Asymmetric Ir-Catalyzed Carbene C–H Insertion 

 学会名：International Conference on Carbon Chemistry and Materials (CCM-2021) 

 開催地：Virtual 

 開催国：Italy 

 開催日：2021 年 11 月 15−17 日 

 

４． 題目：Ruthenium-Catalyzed Asymmetric Nitrene Transfer Reactions 

 学会名：5th International Conference on Catalysis and Chemical Engineering (CCE-2021) 

 開催地：Virtual 

 開催国：US 

 開催日：2021 年 2 月 22−26 日 

 
５． 題目：Ruthenium-Catalyzed Asymmetric Nitrene Transfer Reactions 

 学会名：5th International Conference on Catalysis and Chemical Engineering (CCE-2021) 

 開催地：Virtual 

 開催国：US 

 開催日：2021 年 2 月 22−26 日 

 

６． 題目：Catalytic Asymmetric Site-selective C–H Bond Oxidation 

 学会名：ICPAC YANGON & ISAPM 2019 

 開催地：Yangon 

 開催国：Myanmar 

 開催日 2019 年 8 月 6−9 日 

 
７． 題目：Asymmetric site-selective C–H oxidation 

 学会名：6th Japan–UK Symposium on Asymmetric Catalysis 

 開催地：福岡 

 開催国：日本 

 開催日：2018 年 11 月 28−29 日 

 

８． 題目：Asymmetric C–H Functionalization 

 学会名：Hokkaido Summer Symposium 2019 on Catalysis for Organic Synthesis 



 開催地：札幌 

 開催国：日本 

 開催日：2019 年 7 月 2−3 日 

 
９． 題目：Asymmetric Oxidative Cross-Coupling of Arenols 

 学会名：13th International Symposium on Activation of Dioxygen and Homogeneous 

Oxidation Catalysis (ADHOC2018) 

 開催地：X'ian 

 開催国：China 

 開催日：2018 年 6 月 22−26 日 

 

１０． 題目：Site-selective Asymmetric C–H bond Functionalization 

 学会名：The 1st Sino-Japanese Symposium on Catalysis for Precision Synthesis 

 開催地：Shanghai 

 開催国：China 

 開催日：2018 年 5 月 27−30 日 

 

・国内学会 

1. 題目：非ヘム型ルテニウム触媒を用いた酸協働型 C–H 酸素官能基化 

学会名：2022 年度 高難度選択酸化反応研究会シンポジウム 

開催地：東京工業大学大岡山キャンパス（東京） 

開催国：日本 

開催日：2023 年 1 月 20 日 

 
2. 題目：触媒的 C–H 酸化の開発と展開 

学会名：第 49 回オルガノメタリックセミナー 

開催地：福岡市 

開催日：2022 年 10 月 5 日 

 

3. 題目：不斉 C–H 挿入反応の開発 

学会名：第 31 回生物無機化学夏季セミナー 

開催地：蒲郡 

開催日：2018 年 9 月 13−15 日 

 

4. 題目：分子状酸素活性化を用いたアレノール類のヘテロカップリング反応 

学会名：新学術領域研究「精密反応場」第５回公開シンポジウム 

開催地：札幌 

開催日：2018 年 5 月 10−11 日 


